
東日本大震災から９年東日本大震災から９年
一人ひとりに寄り添う支援が

これからも必要です
一人ひとりに寄り添う支援が

これからも必要です

被
災
し
た
方
々
の
尊
厳
が

守
ら
れ
る
地
域
を
め
ざ
し
て

生
活
再
建
を
支
援

　

共
生
地
域
創
造
財
団
で
は
、

避
難
生
活
を
続
け
る
中
で
困

窮
に
陥
っ
た
方
や
人
と
の
つ

な
が
り
を
失
っ
た
方
と
出
会

い
、
見
守
り
や
就
労
支
援
を

岩
手
県
の
大
槌
町
、大
船
渡
市
、

宮
城
県
の
石
巻
市
で
続
け
て

い
ま
す
。

　

財
団
の
陸
前
高
田
事
務
所

で
は
、
２
０
１
９
年
６
月
よ

り
働
き
づ
ら
さ
を
か
か
え
た

方
の
た
め
の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

運
営
を
開
始
。
12
月
ま
で
の

７
ヵ
月
間
に
約
50
件
の
相
談

が
あ
り
、
現
在
８
人
の
方
が

雇
用
開
始
に
至
り
ま
し
た
。

地
元
企
業
と
連
携
し
、
椿
の

葉
を
原
料
と
し
た
「
椿
茶
」

の
製
造
工
程
の
一
部
を
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。工
賃
も
得
ら
れ
、

自
然
な
会
話
も
生
ま

れ
や
す
い
環
境
が
支

援
の
入
り
口
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

大
槌
事
務
所
が
始

め
た
「
ひ
ょ
っ
こ
り

ー
ぜ
ダ
イ
ニ
ン
グ

（
夕
食
会
）」
は
、
誰

か
の
手
料
理
を
食
べ

た
い
方
と
、
誰
か
に

料
理
を
作
り
た
い
方
が
出
会

う
場
で
す
。
お
茶
を
注
ぐ
人
、

箸
を
配
る
人
、
場
を
和
ま
せ

笑
い
を
生
む
人
な
ど
、
そ
こ

に
集
ま
る
み
ん
な
が
役
割
を

も
ち
、
家
族
の
よ
う
に
協
力

し
あ
う
風
景
が
あ
り
ま
す
。

帰
還
し
た
村
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
を
め
ざ
す

　

川
内
村
に
帰
還
し
た
住
民

の
多
く
は
高
齢
者
で
、
買
い

物
を
す
る
店
が
近
く
に
な
い

た
め
、
共
生
地
域
創
造
財
団

で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
貸

し
出
し
や
冷
蔵
庫
、
プ
レ
ハ

ブ
店
舗
の
設
置
な
ど
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

放
射
線
の
不
安
の
中

避
難
指
示
が
次
々
に
解
除

　
「
ふ
く
い
ち
周
辺
環
境
放
射

線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
か
ら
南
相
馬
・
避
難
勧

奨
地
域
の
会
に
寄
贈
さ
れ
た

放
射
能
測
定
器
を
使
っ
て
、

福
島
県
浜
通
り
地
域
の
土
壌

の
放
射
線
量
の
測
定
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９

年
６
月
か
ら
９
月
に
、
国
が

避
難
指
示
を
解
除
し
た
飯
舘

村
南
部
の
地
域
を
測
定
し
た

と
こ
ろ
、
４
３
２
ポ
イ
ン
ト

の
７
割
以
上
の
箇
所
で
、
法

令
で
定
め
た
空
間
線
量
率
の

基
準
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
に
は
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
の
富
岡―

浪
江
間
の
運
行

が
再
開
さ
れ
、
路
線
沿
い
の

各
駅
周
辺
地
域
の
避
難
指
示

が
「
先
行
解
除
」
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
の

測
定
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

―

見
え
て
き
た
課
題―

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

表
面
化
し
た
社
会
的
孤
立
な

ど
の
問
題
は
、
以
前
か
ら
地

域
が
か
か
え
て
い
た
課
題
で

も
あ
り
ま
す
。
復
興
支
援
事

業
が
終
わ
る
と
共
に
再
び
埋

も
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
地
域
福
祉
を
見
直
し

課
題
の
解
決
に
向
か
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
や

防
潮
堤
の
整
備
な
ど
が
す
す

み
、
一
見
被
災
地
は
復
興
し

た
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
住
み
続

け
て
い
る
方
々
の
心
の
復
興

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必

要
で
す
。グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、

被
災
地
の
方
々
の
想
い
に
寄

り
添
い
、
本
当
の
意
味
で
の

復
興
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　東日本大震災とそれに伴う東京電力福島第一原発事故
から９年が経ちました。国の復興支援事業も次々に期限
を迎え、時間の経過と共に、被災地の様子が報道される
ことも少なくなりました。一見、着実に復興がすすんで
いるように見えますが、いまだ避難先から戻れない方が
たくさんいます。災害公営住宅に転居後の孤立など、大
きな問題も山積しています。
　グリーンコープは発災直後から今日まで、※1公益財団
法人共生地域創造財団をとおして、被災地に暮らす方々
に寄り添い支援を続けています。様々な支援活動は、組
合員から寄せられるカンパによって継続することができ
ています。
　今年もカタログGREEN 51号と52号で「東日本大震災
復興支援募金」に取り組んでいます。一人でも多くの方
のご協力をお願いします。
※１ グリーンコープ、ホームレス支援全国ネットワーク、生活クラブ生協が連携して被

災地の復興支援などをしながら、共生地域の創造をめざす公益財団法人

別紙にて、「放射能汚染と向きあう（放
射能測定室より）」を掲載

水俣・熊本みらい基金
第一回全体総会

2
ふくおか発

樋口元裁判長講演会 3

第６回生活困窮者自立支援
全国研究交流大会

グリーンコープの
生活困窮者支援の取り組み 4・5

2019年度
第３回福祉拡大学習会

6

グリーンコープの輪・和・環
グリーンコープ生協ふくおか

吉本 満廣さん
7

心の灯りをともそう
３・11

キャンドルナイト
でんきを消して、スロ
ーな時間をすごしなが
ら、本当に大切なも
のは何かを考えよう！

「震災で亡くなられた方への追悼」

「被災地の復興への願い」そして

「原発のない社会への願い」。さま

ざまな思いを胸に、でんきを消し

て、キャンドルをともしましょう。

東日本大震災復興支援募金
一口 2 0 0円
一口 5 0 0円

【例】　申込番号　　　 を数量欄に「2」と申し込まれた場合
　　　 4 0 0円のカンパとして受け付けさせていただきます。

申
込
番
号

012

012
013

葛尾小学校の校庭にある
モニタリングポスト （上)
※大気中の放射線量を定期的に、
または継続的に測定する据え置
き型の装置

グリーンコープが寄贈した
放射能測定器の横で説明を
聞く南相馬市の住民のみな
さん （中)

川内村の昭和横丁の朝市に
集まった住民のみなさん
 (下)

シャローム代表の大竹さん（左）
と共同体代表理事の熊野さん

岩
手
・
宮
城

福
島

　

２
０
１
９
年
12
月
21
日
、
福
島

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ
ロ
ー
ム
が
主

催
す
る
「
ひ
ま
わ
り
感
謝
祭
」
に
、

３
人
の
組
合
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

共
同
体
代
表
理
事
の
熊
野
千
恵

美
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興

応
援
企
画
と
し
て
カ
タ
ロ
グ
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ
で
企
画
し
た
「
ひ
ま
わ
り

油
『
み
ん
な
の
手
』」
の
収
益
金
を
、

シ
ャ
ロ
ー
ム
代
表
の
大
竹
静
子
さ

ん
へ
、
活
動
支
援
金
と
し
て
お
渡

し
し
ま
し
た
。

※

２　

障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

共
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
活
動
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
全
国
の

支
援
者
に
、
ひ
ま
わ
り
を
育
て
て
も
ら

い
、
集
ま
っ
た
種
で
ひ
ま
わ
り
油
を
作

り
販
売
。
そ
の
収
益
金
の
一
部
で
福
島

の
こ
ど
も
た
ち
の
保
養
活
動
な
ど
を
支

援
し
て
い
る

※

３　

シ
ャ
ロ
ー
ム
が
全
国
の
支
援
者
に

種
を
届
け
、
育
て
て
も
ら
っ
て
集
ま
っ

た
ひ
ま
わ
り
の
種
を
使
っ
て
作
る
ひ
ま

わ
り
油

ひまわり感謝祭に参加

かつらお

※

※

２

※

３

川内村

石巻市

大槌町
陸前高田市

南相馬市

飯舘村

福島第一原子力発電所

葛尾村

お
お
つ
ち

い
い
だ
て

（1）  第 421 号  （2020 年 3月 1日）
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若宮物流センター太陽光発電所売電量
2,704kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

グリーン未来ソーラー売電量
22,108kWh

定格出力376kW（110世帯相当）

平池水上太陽光発電所売電量
81,024kWh

定格出力1,260kW（368世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所売電量
3,205kWh

定格出力47kW（14世帯相当）

深年太陽光発電所売電量
119,607kWh

定格出力1,550kW（453世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協西部地域本部太陽光発電所売電量
2,512kWh

定格出力54kW（16世帯相当）

2019年12月の売電量

神在太陽光発電所売電量
54,890kWh

定格出力1,057kW（309世帯相当）

　２０１１年３月１１日１４時４６分。三陸沖を震源とし
て発生した東北地方太平洋沖地震は、地震の規模とし
ては国内観測史上最大のマグニチュード９．０を記録
し、東日本に未曽有の災害をもたらしました。この大震
災に伴って起きた東京電力福島第一原子力発電所の
事故は、地震と津波の被害に苦しむ人々に、更なる追
い打ちをかけました。
　９年が経過した現在でも、放射性物質に汚染された
地域にはその影響が色濃く残り、放射能という見えな
い不安の中で生活しています。それなのに、国内では未
だに原発が稼働しています。地震が多発している昨今、
どこかで再び原発事故が起こるかもしれません。
　みどりの地球をみどりのままで未来の子どもたちに
手渡すために、原発は必要ありません。私たちは「原発
はいらない」という意志のもと行動することができま
す。「グリーンコープでんき」への加入やグリーン・市民
電力への出資も行動の一つです。脱原発のための行動
を積極的にすすめていきましょう。

「３．１１福島を忘れない」

グリーンコープ共同体組織委員会

未
来
へ
つ
な
ぐ
、

基
金
設
立
へ
の
想
い

一
般
社
団
法
人
「
水
俣
・

熊
本
み
ら
い
基
金
」
は
、
２

０
１
９
年
３
月
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
と
全
国
ご
当
地
エ
ネ

ル
ギ
ー
協
会
が
設
立
し
た
基

金
で
す
。
全
国
ご
当
地
エ
ネ

ル
ギ
ー
協
会
が
水
俣
市
に
建

設
し
た
「
水
俣
薄
原
太
陽
光

発
電
所
」
と
、
グ
リ
ー
ン
・

市
民
電
力
が
運
営
す
る
「
グ

リ
ー
ン
未
来
ソ
ー
ラ
ー
」
の

売
電
収
益
の
一
部
を
、
水
俣

病
事
件
の
継
承
と
熊
本
地
震

の
復
興
に
役
立
て
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。

公
式
確
認
か
ら
60
数
年
が

経
過
し
た
水
俣
病
事
件
に
つ

い
て
、
今
な
お
水
俣
病
に
苦

し
み
な
が
ら
も
後
世
に
語
り

継
ご
う
と
す
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一

原
発
事
故
で
は
、
経
済
優
先

の
社
会
が
多
く
の
生
命
と
地

域
を
奪
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
２
０
１
６
年

に
起
き
た
熊
本
地
震
で
は
多

く
の
人
が
被
災
し
、
生
活
の

再
建
に
困
難
を
抱
え
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。「
つ
ん

な
う
基
金
」
は
、
こ
の
よ
う

な
事
件
や
事
故
を
生
ん
だ
歴

史
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
地

域
に
寄
り
添
い
生
命
を
守
る

活
動
や
事
業
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
水
俣
・
熊
本
み
ら
い
基
金
」２
０
１
９
年
度
の
助
成
団
体
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
11
月
18
日
、
一
般
社
団
法
人

「
水
俣
・
熊
本
み
ら
い
基
金
」（
以
下
、「
つ
ん
な

う
基
金
」）
の
第
一
回
全
体
総
会
が
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と
本
部
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
は
、
理
事
・
助
成
委
員
が
集
ま

り
、
18
団
体
へ
の
助
成
が
決
ま
っ
た
経
過
報
告

や
３
月
２
日
の
報
告
会
の
す
す
め
方
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。　

　
全
体
総
会
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

全体総会の様子

水
俣
病
を
語
り
継
ぐ
た
め
に

熊
本
地
震
の
復
興
と

※

１

 　18
の
団
体
に
総
額
3
0
0
万
円

の
助
成
を
決
定

　

全
体
総
会
の
冒
頭
、
助
成

申
請
に
向
け
て
昨
年
４
月
よ

り
水
俣
市
と
益
城
町
で
説
明

会
を
開
催
し
た
結
果
、
22
の

団
体
か
ら
１
千
万
円
超
の
申

請
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
助
成
委
員
会
で

は
、
限
ら
れ
た
原
資
を
多
く

の
団
体
に
助
成
す
る
方
向
で

検
討
を
重
ね
、
２
０
１
９
年

度
は
18
団
体
へ
の
助
成
を
決

定
し
、
10
月
末
に
第
一
期
の

助
成
金
の
交
付
を
終
え
ま
し

た
。
総
会
で
は
、「
つ
ん
な
う

基
金
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

「
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
」
と
、「
く

ま
も
と
未
来
ネ
ッ
ト
」
の
参

画
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
加
入
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
つ
ん
な
う
基
金
」
助
成

委
員
で
、
水
俣
病
患
者
の
緒

方
正
人
さ
ん
か
ら
今
後
の
「
基

金
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
以

下
の
提
言
が
あ
り
確
認
さ
れ

ま
し
た
。「
水
俣
病
が
公
害

と
し
て
公
式
に
認
め
ら
れ
て

か
ら
60
年
が
経
過
。
水
俣
病

を
環
境
問
題
と
し
て
も
取
り

上
げ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、

福
島
第
一
原
発
事
故
に
お
け

る
放
射
能
汚
染
な
ど
、
生
命
・

環
境
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
熊
本
地
震
か
ら
３

年
が
経
過
し
、
被
災
者
間
に

格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。『
基

金
』
と
し
て
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ど
う
見
て
い
く
の
か
。

未
来
に
向
け
て
生
命
・
環
境

に
関
す
る
危
機
感
が
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
。
私
た
ち
の
運
動
の
ギ

ア
を
も
う
一
段
上
げ
て
、
生

命
・
環
境
の
危
機
を
何
と
か

乗
り
越
え
た
い
」。

　

３
月
に
開
か
れ
る
「
水
俣
・

熊
本
み
ら
い
基
金
」
第
一
期

助
成
団
体
報
告
会
＆
講
演
会

（
講
師
・
緒
方
正
人
さ
ん
）

で
は
、
助
成
団
体
か
ら
の
報

告
が
行
わ
れ
ま
す
。

※

２

※

３

す
す 

ば
る

い 

の 

ち

※

１ 

つ
ん
な
う
と
は
、
熊
本
の
方
言
で
「
つ
な
が
る
」
と
い
う

意
味

※

２ 

持
続
可
能
で
自
立
し
た
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

地
域
主
導
型
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
に
取
り
組
む
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
や
組
織
を
つ
な
ぐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

グリーン未来ソーラー（熊本復興ソーラー）

定格出力
17kW
39kW
23kW
23kW
23kW
27kW
21kW
60kW
71kW
72kW

グリーン未来ソーラー（ゆるりの家　天草）
グリーン未来ソーラー（県南センター）
グリーン未来ソーラー（にこにこ三里木）
グリーン未来ソーラー（福祉センター豊野）
グリーン未来ソーラー（平成さくら通り店）
グリーン未来ソーラー（荒尾店）
グリーン未来ソーラー（ちなむ）
グリーン未来ソーラー（県央東）
グリーン未来ソーラー（西部センター）
グリーン未来ソーラー（熊本物流センター）

発電所名

　グリーンコープ生協くまもとエリアにある店舗や福祉
センター、配送センターなどの屋根にソーラーパネルを
取り付け発電する10ヵ所の発電所の総称です。

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」という願
いをかなえるために、グリーンコープ・グリーン電力出資金に協力しましょう

一般社団法人グリーン・市民電力から

11,640人 1,113,710,000円（2020年2月12日現在）
グリーンコープ・グリーン電力出資金

私たちの   発電
所

水俣薄原太陽光発電所

※３

基金助成事業の対象について
　水俣病事件と福島原発事故の歴史と今を未来に語り継ぎ、
熊本地震の被災者に寄り添い、「いのち」の重みや人間の尊
厳を未来につないでいくため、次の事業を支援いたします。

（１）水俣病事件が問いかけることを後世や世界に伝えていく
事業や活動

（２）熊本地震の被災地復興事業や活動
（３）水俣薄原太陽光発電所の周辺地域における環境保全事業
（４）水俣と福島に通底する社会問題・政治問題を解明する研究活動
（５）水俣・熊本と福島や他の地域を繋ぐ交流活動や人材育成事業
（６）熊本の自然エネルギーを推進する事業
（７）熊本の地域資源を活かし、地域住民の暮らしを豊かにす

ることに資する事業
（８）その他、この基金の目的を達成するために必要な事業

第一期助成団体報告会＆講演会
で報告する助成団体
・劇団天然木公演実行委員会
・「水銀に関する水俣条約」推進
ネットワーク

・天幕渋さ in 水俣実行委員会
・NPO法人みるくらぶ
・阿蘇の灯
・東無田復興委員会

 （2020 年 3月 1日）  第 421 号  （2）共 生 の 時 代



ふくお
か発

ふくお
か発ふくお
か発グリーンコ

ープ生協

プレートの境界線
地震発生場所

安
全
三
原
則
は

地
震
の
も
と
で
は
守
れ
な
い

　

私
は
大
飯
原
発
を
差
し
止

め
た
裁
判
長
の
責
任
と
し

て
、
全
国
で
話
を
し
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
後
、
地
震
を
理
由
に
原

発
を
止
め
た
裁
判
長
は
私
を

含
め
２
人
だ
け
で
18
人
は
止

め
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
人
だ

け
が
原
発
の
本
当
の
危
険
性

に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
た
と

言
え
ま
す
。

　

原
発
に
は
、
異
常
が
発
生

し
た
時
に
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
安
全
三
原
則
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
原
子
炉
を
「
止

め
る
」「
冷
や
す
」
放
射
性

物
質
を
「
閉
じ
込
め
る
」
こ

と
で
す
。

　

福
島
第
一
原
発
で
は
、
震

度
６
強
の
地
震
と
そ
の
後
に

発
生
し
た
津
波
で
、
大
事
故

が
起
き
ま
し
た
。
津
波
に

よ
っ
て
発
電
所
の
冷
却
系
統

の
電
源
を
消
失
し
、
ウ
ラ
ン

燃
料
を
冷
や
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
１
号
機

か
ら
３
号
機
ま
で
が
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
を
起
こ
し
ま
し
た
。

当
時
の
原
子
力
委
員
会
委
員

長
は
、
福
島
第
一
原
発
か
ら

２
５
０
㎞
離
れ
た
東
京
を
始

め
首
都
圏
に
住
む
４
５
０
０

万
人
の
避
難
が
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
２
号
機
は
、

丈
夫
な
は
ず
の
格
納
容
器
に

穴
が
開
い
て
圧
力
が
抜
け
た

こ
と
で
、
大
爆
発
を
回
避
で

き
ま
し
た
。
定
期
検
査
中

だ
っ
た
４
号
機
も
、
水
素
爆

発
が
起
き
た
お
か
げ
で
建
屋

の
天
井
が
吹
き
飛
び
、
外
部

か
ら
水
を
注
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
奇
跡
的
に
最

悪
の
事
態
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
安
全
三

原
則
は
、
地
震
の
も
と
で
は

守
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

※

原
子
炉
で
、
冷
却
装
置
の
停
止
で

炉
心
の
熱
が
異
常
に
上
昇
し
燃
料

溶
融
が
起
こ
り
、
溶
融
物
が
炉
心

の
下
部
へ
落
ち
て
い
く
状
態

一
般
住
宅
よ
り
低
い

原
発
の
耐
震
基
準

　

地
震
の
揺
れ
の
強
さ
を
表

す
単
位
に
「
ガ
ル
」
が
あ
り

ま
す
。
２
０
０
０
年
以
降
に

日
本
で
起
き
た
主
な
地
震
に

つ
い
て
言
え
ば
１
，
０
０
０

ガ
ル
以
上
の
地
震
は
17
回
、

７
０
０
ガ
ル
以
上
が
30
回
発

生
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

あ
る
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
耐

震
基
準
は
、
５
，１
１
５
ガ

ル
で
す
。
一
方
、
大
飯
原
発

の
耐
震
基
準
は
、
私
が
判
決

を
下
し
た
２
０
１
４
年
時
は

７
０
０
ガ
ル
で
し
た
。
原
子

力
発
電
所
の
耐
震
基
準
は
、

一
般
の
住
宅
よ
り
低
い
の
で

す
。
大
飯
原
発
の
訴
訟
で
、

被
告
で
あ
る
関
西
電
力
は

「
発
電
所
が
建
っ
て
い
る
敷

地
に
は
将
来
に
わ
た
っ
て
強

い
地
震
は
来
な
い
」
と
主
張

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉

を
信
用
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

図
１
の
赤
い
点
は
地
震
の

発
生
場
所
を
示
し
て
い
ま

す
。
地
震
は
プ
レ
ー
ト
と
プ

レ
ー
ト
の
間
で
発
生
し
て
お

り
、
日
本
は
４
つ
の
プ
レ
ー

ト
の
境
目
に
乗
っ
て
い
ま

す
。
世
界
で
起
き
る
地
震
の

10
分
の
１
以
上
が
日
本
で
起

き
て
い
る
の
で
す
。

後
世
の
人
々
へ
原
発
を

押
し
付
け
て
は
い
け
な
い

　

１
９
７
４
年
に
電
源
三
法

交
付
金
制
度
が
で
き
、
原
発

が
立
地
す
る
地
方
自
治
体
に

は
、
多
額
の
税
金
が
交
付
金

や
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
大
手
電
力
各
社
は
多
く

の
政
治
家
や
原
子
力
専
門
の

学
者
、
地
震
学
者
を
抱
え
込

み
、
50
基
以
上
の
原
発
を
全

国
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し

た
。
推
進
派
の
人
た
ち
は
40

年
前
に
は
、
将
来
、
核
の
ゴ

ミ
（
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
）
は
科
学
的
に
処
理
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
未
だ
処
理

で
き
る
方
法
は
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
原
発
事

故
は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い

し
、
起
こ
っ
た
と
し
て
も
被

害
は
最
大
30
㎞
の
範
囲
だ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
福
島
第
一

原
発
事
故
で
、
被
害
の
規
模

は
２
５
０
㎞
に
及
ぶ
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

原
発
は
、
我
々
世
代
の
責

任
に
お
い
て
止
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
何
の
責
任
も

な
い
後
世
の
人
々
へ
押
し
付

け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ
せ

原
発
を
止
め
よ
う

　

原
発
を
止
め
る
権
限
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
、
内
閣

総
理
大
臣
、
地
元
の
県
知
事
、

市
町
村
長
、
裁
判
所
の
５
者

に
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
責
任

者
も
原
発
を
止
め
よ
う
と
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
番
強

い
権
限
を
も
つ
６
番
目
の
責

任
者
は
国
民
で
す
。
一
人
ひ

と
り
は
非
力
で
す
が
、
無
力

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
か
ら

40
年
前
、
三
重
県
で
芦
浜
原

発
が
建
設
さ
れ
か
け
、
反
対

運
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
当

時
、
三
重
県
の
人
口
は
１
７

０
万
人
位
で
し
た
が
、
ご
く

少
数
の
脱
原
発
を
掲
げ
る
市

民
が
、
約
81
万
人
の
反
対
署

名
を
集
め
、
県
知
事
へ
突
き

つ
け
て
白
紙
撤
回
さ
せ
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
が
強
い
信

念
を
持
て
ば
、
極
め
て
強
い

力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

原
発
の
本
当
の
危
険
性
を

知
っ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
そ

れ
を
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
こ
と

は
私
の
責
任
で
す
。
原
発
の

事
実
を
理
解
し
、
大
切
な
人

へ
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
、

原
発
由
来
の
電
気
は
使
わ
な

い
、
原
発
に
反
対
す
る
人
に

投
票
す
る
、
こ
れ
が
皆
さ
ん

の
責
任
で
す
。

　

講
演
会
後
、
ふ
く
お
か
の

中
部
地
域
理
事
長
の
木
室
裕

子
さ
ん
は
、「
託
送
料
金
の

中
で
原
発
に
由
来
す
る
お
金

を
払
う
こ
と
は
、
原
発
を
推

進
す
る
仕
組
み
を
許
す
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
こ
と
を
私
た
ち

は
託
送
料
金
の
問
題
を
通
し

て
多
く
の
人
へ
伝
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お
か
で
は
、臨
時
総
代

会
を
前
に
、訴
訟
内
容
に
つ
い
て
自
分
た
ち
の
想
い
や

考
え
を
寄
せ
合
お
う
と
、
２
０
１
９
年
12
月
11
日
、

大
飯
原
発
の
運
転
差
し
止
め
の
判
決
を
下
し
た
樋
口

英
明
元
裁
判
長
を
講
師
に
招
い
て
、話
を
聴
き
ま
し
た
。

樋口元裁判長講演会
～私が大飯原発を止めた理由～

おおい

原
発
の
危
険
性
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
て
い
こ
う

樋口 英明 元裁判長
１９５２年生まれ。京都
大学法学部卒。福井地
裁で裁判長を務め、２０
１４年５月、関西電力の
大飯原発３、４号機の運
転差し止めを命じる判
決を下した。２０１７年、
定年退官。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
設
立
以
来
、「
何
よ
り
も
生
命（
い
の
ち
）を
大
切
に
す
る
」と
い
う
理
念
の
も
と
、

脱
原
発
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。原
発
の
電
気
を
使
い
た
く
な
い
と
考
え
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

市
民
発
電
所
を
つ
く
り
、グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
ん
き
の
共
同
購
入
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
事
業
を
す
す
め
る
中
で
、
新
電
力
会
社
が
大
手
電
力
会
社
へ
支
払
う
託
送
料
金
（
電
線
使
用
料
）

に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の「
賠
償
負
担
金
」と「
廃
炉
円
滑
化
負
担
金
」が
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
で
は
、
そ
の
違
法
性
に
つ
い
て
多
く
の
市
民
に
知
ら
せ
広
く
社
会
に

訴
え
よ
う
と
、
国
と
大
手
電
力
会
社
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。2
0
2
0
年
1
月

か
ら
2
月
に
か
け
て
各
生
協
で
臨
時
総
代
会
を
開
き
、訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
に
つ
い
て
諮
り
ま
し
た
。

は
か

気象庁のHP「地震発生のしくみ」より抜粋（図1)

※

講演会の資料より（表1)

ガル：地震の瞬間的な衝撃力の大きさを表す単位
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受託自治体 家計改善支援事業 自立相談支援事業 就労準備支援事業

福 岡 県

県域（糟屋郡、遠賀郡・鞍手郡、朝倉郡・三井郡、
　　　三潴郡・八女郡、京都郡・築上郡、
　　　嘉穂郡・田川郡）

〇 〇 〇

北九州市 〇 〇（社協との共同事業）

久留米市 〇 〇

那珂川市 〇 〇 〇

みやま市 〇 〇

古賀市 〇 〇

宮若市 〇 〇

大川市 〇 〇

田川市 〇

春日市 〇

大牟田市 〇

太宰府市 〇

小郡市 〇

糸島市 〇

筑紫野市 〇

新宮町 困りごと相談室を独自に実施

兵 庫 県 神戸市 〇（被保護世帯含む）

岡 山 県 岡山市 〇（被保護世帯含む）

山 口 県
県域（和木町、平生町、田布施町、上関町） 〇

宇部市 〇

佐 賀 県
県域（全１０町） 〇（被保護世帯含む）

佐賀市 〇（被保護世帯含む）

長 崎 県

川棚町 〇

東彼杵町 〇

県域（上五島町、佐々町、川棚町、波佐見町、
　　　東彼杵町、長与町、時津町）

〇

対馬市 〇

平戸市 〇

熊 本 県

県域（熊本市、玉名市、山鹿市、菊池市、水俣市、
　　　天草市を除く全域の３９市町村）

〇

県域（大津町、西原村、南阿蘇村、御船町、嘉島町、
　　　益城町、甲佐町、山都町）

〇（熊本地震支援）

菊池市 〇（被保護世帯含む） 〇

山鹿市 〇

大 分 県

県域（日出町、玖珠町、九重町、姫島村） 〇

大分市 〇

宇佐市 〇

由布市 〇

豊後大野市 〇

臼杵市 〇

佐伯市 〇

鹿児島県
県域（大崎町、東串良町、錦江町、南大隅町、肝付町） 〇

日置市 〇

グリーンコープ生協ふくおかエリアの自立相談支援事務所の連携先（一例）

困りごとをかかえた
　　一人ひとりに寄り添い、共に歩む
　　　　グリーンコープの支援事業

　
近
年
の
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、
仕
事
や
住
ま
い

を
失
う
人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
絶
た
れ
て
困
り

ご
と
を
か
か
え
た
ま
ま
孤
立
し
て
し
ま
う
人
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し
、
家
計
を
改
善
す
る

支
援
や
就
労
に
向
け
た
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ど
の
支
援
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
貫
か
れ
て

い
る
の
は
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
「
共
生
」
の
理
念
で

す
。
事
業
を
担
う
ワ
ー
カ
ー
ズ
や
職
員
は
、
共
に
生

き
る
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
、
困
り
ご
と
を
か
か
え

た
人
の
意
思
を
大
事
に
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
に
丁

寧
に
向
き
合
い
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
伴
走
し

て
い
ま
す
。

国
の
事
業
と
な
っ
て
広
が
る

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生

相
談
室
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
困

窮
す
る
人
を
支
援
す
る
た
め
、

生
協
と
し
て
で
き
る
こ
と
と

し
て
、
２
０
０
６
年
に
生
活

再
生
相
談
室
を
開
設
し
、
多

額
の
借
金
な
ど
を
か
か
え
、

生
活
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た

ち
へ
の
支
援
を
開
始
し
ま
し

た
。
相
談
員
が
相
談
者
と
一

緒
に
家
計
表
を
つ
く
っ
て
お

金
の
流
れ
を
可
視
化
し
、
相

談
者
の
気
づ
き
や
意
思
を
大

切
に
し
な
が
ら
支
援
し
て
い

く
こ
と
で
、
多
く
の
方
が
生

活
基
盤
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

生
活
再
生
相
談
室
で
培
わ

れ
て
き
た
経
験
や
実
績
は
、

２
０
１
５
年
に
施
行
さ
れ
た

国
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
に
活
か
さ
れ
、
制
度
の

中
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
家

計
改
善
支
援
事
業
の
モ
デ
ル

と
な
り
ま
し
た
。
問
題
解
決

に
向
け
て
相
談
者
と
共
に
考

え
て
い
く
伴
走
型
の
支
援
だ

か
ら
こ
そ
、
相
談
者
が
再
び

困
窮
に
陥
る
こ
と
も
少
な
く
、

事
業
を
実
施
す
る
自
治
体
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
者
が
自
分
で
意
思
決
定

を
で
き
る
よ
う
に
寄
り
添
い

続
け
る
支
援
の
方
法
が
、
全

国
の
多
く
の
自
治
体
に
広
が

り
、
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

様
々
な
困
り
ご
と
を

か
か
え
た
人
を
支
援

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
は
、
様
々
な
困
り
ご
と
を

か
か
え
て
経
済
的
に
困
窮
す

る
人
や
社
会
か
ら
孤
立
す
る

人
を
、
地
域
に
あ
る
官
民
の

支
援
機
関
が
連
携
し
な
が
ら

支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

　

制
度
が
施
行
さ
れ
て
５
年

が
経
過
し
た
現
在
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
は
エ
リ
ア
内
の
自

治
体
か
ら
、
家
計
改
善
支
援

事
業
を
は
じ
め
自
立
相
談
支

援
事
業
や
就
労
準
備
支
援
事

業
、
一
時
生
活
支
援
事
業
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
を

受
託
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
事

業
の
中
で
培
っ
て
き
た
経
験

と
人
の
つ
な
が
り
を
活
か

し
、
行
政
や
地
域
の
支
援
団

体
な
ど
と
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
、
様
々
な
困

り
ご
と
を
か
か
え
た
方
た
ち

に
寄
り
添
っ
て
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
11
月
３
・
４

日
、
今
回
で
６
回
目
と
な
る

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
全
国

研
究
交
流
大
会
が
宮
城
県
仙

台
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
研
究
交
流
大
会
を
主

催
す
る
一
般
社
団
法
人
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
を
官
民
が
協

力
し
て
推
し
進
め
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
は
、
そ
の
事
務
局

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
当
日
は
、
全
国
か
ら

自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

事
業
を
受
託
し
て
い
る
民
間

団
体
な
ど
の
関
係
者
ら
、
総

勢
約
１
０
０
０
人
が
集
ま
り
、

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
か
ら
も
、

相
談
支
援
員
を
中
心
に
参
加

し
ま
し
た
。
地
域
・
分
野
を

越
え
て
、
２
日
間
に
わ
た
る

議
論
や
交
流
を
と
お
し
、
今

後
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
活
か

せ
る
も
の
を
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
０
１
５
年
に
施
行
さ
れ

た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

は
、
２
０
１
８
年
６
月
に
改

正
法
が
成
立
し
、
新
し
く

「
社
会
的
孤
立
」
と
い
う
理

念
が
加
わ
り
、
支
援
の
あ
り

方
に
「
断
ら
な
い
支
援
」
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
改
正

法
の
も
と
、
多
様
な
困
難
を

か
か
え
支
援
を
必
要
と
す
る

人
々
と
真
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
か
を
、
改

め
て
考
え
る
２
日
間
で
し
た
。

家
計
改
善
支
援
の
力
で

１
０
０
人
に
１
０
０
通
り
の

生
活
再
生
を

　

２
日
目
に
開
か
れ
た
分
科

会
９
で
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
活
再
生
事
業
推
進
室
長

の
行
岡
み
ち
子
さ
ん
が
、
明

治
学
院
大
学
教
授
の
新
保
美

香
さ
ん
と
共
に
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
、
社
会
福
祉

法
人
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
家
計

改
善
支
援
員
の
宮
崎
啓
輔
さ

ん
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇

し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
家
計
改

善
支
援
事
業
の
意
義
を
見
直

し
、
い
か
に
相
談
者
の
未
来

を
拓
く
こ
と
が
で
き
る
事
業

に
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、

事
業
を
実
践
し
て
い
る
３
組

の
自
治
体
担
当
者
、
家
計
改

善
支
援
員
に
よ
る
実
践
発
表

か
ら
学
び
ま
し
た
。
家
計
改

善
支
援
の
本
質
を
正
し
く
理

解
し
て
有
効
に
活
用
し
て
い

く
た
め
の
映
像
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

制
作
に
携
わ
っ
た
行
岡
さ

ん
は
、「
相
談
者
の
家
庭
そ
れ

ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
人

生
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法

は
、
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０

０
通
り
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

相
談
者
一
人
ひ
と
り
に
何
が

一
番
必
要
な
の
か
を
一
緒
に

考
え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
家
計
表
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
の
は
、
目
の
前
の
相
談
者

に
寄
り
添
い
共
に
悩
み
考
え

て
い
く
ハ
ー
ト
で
す
」
と
訴

え
ま
し
た
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
全
国
研
究
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
「
ひ
と
」
と
「
も
の
」
を
最
大
限
に
活
か
し
て

そ
の
人
ら
し
い
社
会
と
の
つ
な
が
り
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す

広
が
る
就
労
支
援
の
取
り
組
み

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
が
就
労

支
援
を
開
始
し
た
の
は
、
２

０
１
０
年
。
仕
事
や
住
ま
い

を
失
っ
た
人
が
再
び
地
域
で

自
立
す
る
た
め
の
施
設
と
し

て
、
福
岡
市
に
抱
樸
館
福
岡

を
開
所
し
た
こ
と
に
伴
い
、

抱
樸
館
福
岡
の
入
居
者
が
自

立
に
向
け
て
就
労
訓
練
を
行

う
施
設
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン

コ
ー
プ
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

就
労
支
援
を
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
に
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
が
始
ま
る

と
、
抱
樸
館
福
岡
の
入
居
者

だ
け
で
な
く
、
自
治
体
の
自

立
相
談
支
援
の
窓
口
に
相
談

に
訪
れ
る
人
も
、
就
労
訓
練

の
対
象
者
と
し
て
受
け
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
同
じ

く
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
、

福
岡
県
と
那
珂
川
市
か
ら
就

労
準
備
支
援
事
業
を
受
託
し

ま
し
た
。
就
労
準
備
支
援
事

業
は
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

て
い
た
り
、
社
会
と
の
か
か

わ
り
に
不
安
が
あ
る
な
ど
、

す
ぐ
に
就
労
に
向
か
う
こ
と

が
難
し
い
人
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
講
習
へ
の
参
加
や

就
労
体
験
を
と
お
し
て
課
題

を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く

こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
を
高

め
な
が
ら
社
会
に
出
る
準
備

を
し
て
い
き
ま
す
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
事
業
の
中
に
あ

る
複
合
的
な
業
務
を
一
つ
ひ

と
つ
の
作
業
に
「
分
解
」
す

る
こ
と
で
、
働
き
た
い
人
の

特
性
に
合
う
仕
事
を
つ
く
り

出
し
、
多
様
な
人
が
多
様
に

「
働
く
」
体
験
が
で
き
る
場

を
つ
く
る
こ
と
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
２
０
１
９
年
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
独
自
事
業

に
基
づ
く
就
労
支
援
を
始
め

ま
し
た
。
組
合
員
の
家
族
な

ど
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人

を
対
象
に
、
社
会
と
の
つ
な

が
り
方
や
そ
の
人
ら
し
い
働

き
方
を
一
緒
に
考
え
伴
走
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く

お
か
の
組
合
員
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
て
案
内
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
人

を
支
援
に
結
び
つ
け
る
た
め

に
、
情
報
収
集
と
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
す
す

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

人
は
独
り
で
は
生
き
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
社
会
参
加
す

る
機
会
が
必
要
で
す
。
私
た

ち
支
援
員
は
、
対
象
と
な
る

方
と
出
会
い
、
ま
ず
話
を
し

っ
か
り
聴
く
こ
と
か
ら
始
め

ま
す
。「
働
く
」
と
い
う
こ

と
を
、
賃
金
を
得
る
だ
け
で

な
く
社
会
参
加
す
る
機
会
と

捉
え
、
家
の
外
に
一
歩
踏
み

出
し
、
他
の
人
と
接
す
る
こ

と
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
方
は
、
会
社
で
の

人
間
関
係
が
上
手
く
作
れ
な

か
っ
た
り
困
っ
た
こ
と
や
不

安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
誰

に
も
相
談
で
き
ず
に
仕
事
を

辞
め
た
り
、
社
会
と
の
接
点

を
な
く
し
て
、
自
分
に
自
信

が
持
て
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
な
か
な
か
思
っ
た
こ

と
を
言
葉
に
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
の
状
況
を
変
え
た
い
と
い

う
本
人
の
気
持
ち
を
大
事
に
、

最
初
の
一
歩
を
ど
う
踏
み
出

す
の
か
、
最
終
的
に
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
き
た
い
の
か
、

時
間
を
か
け
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

就
労
準
備
支
援
で
は
、
ク

ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
や
手
芸
、
調

理
体
験
な
ど
の
講
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
、
得
意

な
こ
と
に
参
加
し
な
が
ら
、

他
の
参
加
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
共
同
で

の
作
業
に
慣
れ
て
い
き
ま
す
。

他
の
人
と
接
す
る
の
が
苦
手

な
方
に
は
、
最
初
は
個
別
講

習
を
行
い
ま
す
が
、
少
し
ず

つ
支
援
員
が
間
に
入
っ
て
集

団
で
の
講
習
に
誘
い
、
何
か

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
方
の

心
の
扉
が
開
く
瞬
間
を
待
ち

ま
す
。
今
す
ぐ
は
働
け
な
く

て
も
、
将
来
的
に
は
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
て

い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
伴
走
し

て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
い
つ
仕
事
を
失
い

新
し
い
職
に
つ
け
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
他
人
事
で
は
な
い
の

で
す
。
自
分
が
そ
う
な
っ
た

と
き
に
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
、

ど
う
い
う
支
援
が
あ
っ
た
ら

自
分
は
う
ま
く
立
ち
上
が
れ

る
か
、
常
に
自
分
に
引
き
寄

せ
て
考
え
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
皆
さ
ん
が
か

か
え
る
事
情
は
様
々
で
す
が
、

一
人
ひ
と
り
の
話
を
よ
く
聴

き
、
本
人
の
意
思
や
主
体
性

を
尊
重
し
、
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
し
て
い
く
の
は
同
じ

で
す
。
こ
れ
は
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
が
行
っ
て
い
る
す
べ
て

の
支
援
事
業
に
共
通
す
る
姿

勢
だ
と
思
い
ま
す
。

　「
働
く
」
こ
と
は
、
生
活
に
必
要
な
活
動
の
一
つ
で
す
。
収

入
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
参
加
す
る
こ
と
で
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
働
く
」
こ
と
は
、
大
切
な
自
己
表
現
の
一
つ
と
も
言
え
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
に
は
、
生
活
協
同
組
合
と
し
て
の
事
業

や
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
事
業
な
ど
、た
く
さ
ん
の「
働
く
」

場
が
あ
り
、
多
く
の
組
合
員
や
職
員
が
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

豊
か
な
人
材
や
資
源
を
活
か
す
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
「
働

く
」
こ
と
を
丁
寧
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
就
労
支
援
の
場
で
は
、
ワ
ー
カ
ー

や
職
員
が
支
援
員
と
な
り
、
訓
練
者
と
日
々
向
き
合
っ
て

い
ま
す
。
支
援
員
の
一
人
で
あ
る
山
本
由
美
さ
ん
に
、
話

を
聞
き
ま
し
た
。

グリーンコープにある就労訓練の場

　様々な事情で「働くこと」から遠ざかっていた
人たちを対象にした就労訓練が、グリーンコープ
の関連施設でも行われています。

グリーンコープ生協ふくおかの組合員を対象に、２０１９
年７月と11月にチラシを配布しました。２０２０年１月
31日現在、問い合わせ件数が38件、その中で支援につ
ながった件数が22件です。福岡県から受託した就労準備
支援事業につないだ方の他、グリーンコープの関連施設や
お取引き先での職場見学や就労体験を行った方もいます。

　2010年の設立から今までに、就労訓練を行った人数は約
200人にのぼります。就労訓練では、組合員などから届けら
れた衣類の仕分け作業やパキスタンへ発送するための梱包作
業、国内販売用衣類の値札付けなど、様々な作業を支援員と
一緒に行います。

　2018年福岡市に開店。東ティモールなどのフェアトレード
のコーヒー豆を焙煎･販売しています。就労訓練では、支援員
と一緒にコーヒー豆の選別や焙煎作業を担当します。人との
かかわりが苦手だった方やひきこもりがちだった方も、一人
ひとりと丁寧に向き合い、信頼関係を構築する中で、目標をも
ち希望を語り主体的に社会につながりを持ち始めます。

　産直青果を小分けにパック
する作業の補助などを訓練と
して行います。時間や他の作
業との兼ね合いで段取りを考
えるなど、周囲への気配りも
できるようになっていきます。
一般就労や店舗センター等グ
リーンコープ各事業所への就
労にもつながっています。

グリーンコープ 
ファイバー
リサイクルセンター
（福岡県認定就労訓練事業所）

焙煎工房 はこまめ屋
（福岡市認定就労訓練事業所）

グリーンコープ 青果リパックセンター

第6回

グリーンコープの就労支援の取り組み

ひ
ら

リ

・
ボ　

ー　

ン

就
労
準
備
支
援
員

就
労
支
援
事
業
所
責
任
者

「
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

Ｒ
ｅ
・
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
」
ワ
ー
カ
ー

山
本 

由
美
さ
ん

グリーンコープエリア内の生活困窮者自立支援事業の受託状況（２０20年3月１日現在）

 （2020 年 3月 1日）  第 421 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 421 号  （2020 年 3 月 1 日） 共 生 の 時 代


